
歯周病は、歯ぐきの腫れや出血から始まり、進行すると歯を支える骨が失われ、歯を
失う原因となる病気です。近年では、歯周病と認知症の関連についても研究が進んでい
ます。

歯周病による慢性的な炎症や歯周病菌が、全身や脳に影響を及ぼす可能性が指摘さ
れています。また、歯を失って嚙む力が低下すると、食事や会話だけでなく、咀嚼による
脳への刺激にも影響することがあります。

ただし、「歯周病があると認知症になる」と決まっているわけではありません。認知症に
は加齢や生活習慣など、さまざまな要因が関係しています。

大切なのは、毎日の歯磨きに加え、歯間ブラシやフロスを活用し、定期的に歯科検診を
受けることです。お口の健康を守ることは、いつまでも食事を楽しみ、健やかな毎日を送
るための大切な習慣です。
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